
 

一
般
質
問 

◎
３
月
議
会
で
は
12
人
が 

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

◎
本
紙
面
で
は
、
私
の
一
般
質
問

に
関
し
て
、
詳
細
に
ふ
れ
て
い

き
ま
す
。 

  

▼
常
勤
特
別
職 

期
末
手
当 

加
算
率
の
見
直
し
・
再
考
を 

 

山
﨑
裕
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町
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例 

第
２
条
に
あ
る
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
（
以
下
、

常
勤
特
別
職
）
の
期
末
手
当
に
関

す
る
現
行
の
加
算
率
「
給
料
月
額

及
び
給
料
の
月
額
に
１
０
０
分
の

25
を
乗
じ
て
得
た
額
並
び
に
給

料
の
月
額
に
１
０
０
分
の
15
を

乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
」
の
規

定
は
、
い
つ
施
行
し
た
も
の
か
。 

町
長 

合
併
協
議
会
で
の
協
議
を

経
て
、
町
合
併
時
の
平
成
17
年
10

月
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
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加
算
率
に
つ
い
て
、

町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
審
議

し
た
経
緯
は
あ
る
か
。 

町
長 

平
成
19
年
11
月
26
日
付

で
審
議
会
へ
特
別
職
の
報
酬
額
等

に
関
す
る
諮
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

提
出
資
料
で
は
特
別
職
給
料
に
つ

い
て
の
提
示
が
あ
り
ま
す
。 

山
﨑
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常
勤
特
別
職
の
期
末

手
当
を
現
行
の
加
算
率
と
し
た
条

例
の
提
案
理
由
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
で
あ
っ
た
か
。 

町
長 

現
行
の
加
算
率
と
し
た
条

例
は
、
平
成
17
年
第
１
回
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
専
決
処
分
の
承

認
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
役

場
位
置
条
例
ほ
か
１
９
０
件
の
条

例
制
定
に
つ
い
て
で
、
旧
３
町
の

条
例
か
ら
京
丹
波
町
の
設
置
に
伴

い
、
必
要
不
可
欠
な
条
例
化
を
一

括
で
ご
承
認
い
た
だ
い
た
と
い
う

経
緯
で
す
。
当
時
の
議
事
録
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
詳
細
な
説
明
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
合
併
協
議

会
の
な
か
で
旧
３
町
の
加
算
率
を

審
議
い
た
だ
き
、
条
例
化
に
至
っ

た
と
い
う
経
過
で
し
た
。 

山
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常
勤
特
別
職
の
期
末

手
当
に
係
る
現
行
の
加
算
率
は
、

京
都
市
、
木
津
川
市
（
両
市
と
も

に
、
給
料
の
月
額
に
加
え
、
地
域

手
当
（
１
０
０
分
の
６
～
10
）
も

算
定
基
礎
額
に
含
む
）
に
次
い
で
、

府
内
26
市
町
村
中
、
３
番
目
に
高

い
水
準
で
あ
る
【
別
表
参
照
】。
ま

た
、
近
隣
の
南
丹
市
、
福
知
山
市

の
１
０
０
分
の
15
や
給
料
月
額

に
加
え
、
地
域
手
当
（
１
０
０
分

の
６
）
も
算
定
基
礎
額
に
含
む
亀

岡
市
と
比
べ
て
も
、
突
出
し
て
高

い
。（
毎
年
３
月
議
会
で
提
案
の
あ

る
給
料
お
よ
び
期
末
手
当
の
額
を

１
０
０
分
の
10
減
じ
る
同
条
例

の
限
時
改
正
の
内
容
も
含
め
た
）

行
財
政
運
営
の
俯
瞰
的
な
視
座
か

ら
、
加
算
率
の
再
考
・
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
考
え
は
。 

町
長 

毎
年
の
よ
う
に
、
特
別
職
、

の
給
料
及
び
期
末
手
当
の
10
％

減
額
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
財
政
状
況
を
考

慮
し
て
、
そ
の
都
度
、
判
断
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
ご
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
加
算
率
が
府
下
で
も
高
い
部

類
に
入
る
こ
と
は
事
実
で
す
の
で
、

当
時
の
提
案
理
由
は
何
で
あ
っ
た

か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
高
水

準
で
あ
る
加
算
率
が
果
た
し
て
妥

当
な
の
か
ど
う
か
、
財
政
状
況
を

俯
瞰
的
に
み
て
、
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

検
討
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 

  

▼
学
童
保
育
環
境
の
改
善
を 
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﨑
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昨
年
６
月
定
例
会
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、「
見
直
し
を

検
討
し
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
募
集
要
項
に
お
い

て
も
、「
改
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
」
と
の
記
載
も
あ
る
が
、
新
年

度
よ
り
、
近
隣
市
の
約
２
倍
高
い

階
層
の
学
童
保
育
料
（
負
担
金
）

を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

教
育
長 

保
護
者
負
担
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
負
担
の
公
平
性
、
階

層
間
の
負
担
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
中
で
す
。 
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﨑
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学
童
保
育
の
終
了
時

間
は
、
南
丹
市
（
通
常
保
育
）・
亀

岡
市
（
延
長
保
育
）
で
は
、
18
時

半
で
あ
る
。
保
護
者
の
就
労
形
態_

、

就
労
場
所
や
家
族
構
成
も
多
様
化

し
、
18
時
の
迎
え
が
困
難
と
の
声

も
聞
く
。
支
援
員
の
処
遇
改
善
な

ど
に
も
努
め
、
近
隣
市
や
認
定
こ

ど
も
園
の
延
長
保
育
時
間
と
同
様
、

学
童
保
育
の
終
了
時
間
を
18
時

半
ま
で
に
延
長
す
べ
き
で
は
。 

教
育
長 

働
き
方
が
多
様
化
す
る

現
在
の
社
会
状
況
に
鑑
み
、
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

視
点
か
ら
、
開
設
時
間
の
延
長
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
員
の
確
保
が
課
題
で
す
の
で
、

処
遇
改
善
も
含
め
、
開
設
時
間
の

延
長
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
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学
校
休
業
中
の
学
童

保
育
の
開
始
時
間
に
つ
い
て
も
、

８
時
半
で
は
、
就
労
に
支
障
が
あ

る
と
の
声
が
多
い
。
支
援
員
の
処

遇
改
善
な
ど
に
も
努
め
、
南
丹

市
・
福
知
山
市
の
７
時
45
分
、
亀

岡
市
の
８
時
や
認
定
こ
ど
も
園
の

早
朝
保
育
時
間
に
も
鑑
み
、
開
始

時
間
を
繰
り
上
げ
る
べ
き
で
は
。 

教
育
長 

検
討
す
べ
き
課
題
と
捉

え
て
い
ま
す
。
同
時
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い 

３
月
議
会
（
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
）
は
、
３
月
１
日
（
火
）
か
ら
22
日
（
火
）
ま
で
の
22
日
間
、
開
か

れ
、
町
行
政
組
織
改
編
（
総
務
部
・
健
康
福
祉
部
・
産
業
建
設
部
、
財
政
課
・
管
財
課
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

室
な
ど
の
設
置
）
関
連
条
例
の
制
定
・
改
廃
、
町
消
防
団
員
の
定
数
を
９
０
０
人
か
ら
８
５
０
人
に
改
正
す
る
条

例
案
や
令
和
４
年
度
一
般
・
特
別
・
事
業
会
計 

当
初
予
算
案
、
令
和
３
年
度 

各
種
補
正
予
算
案
ほ
か
を
審
議
し

ま
し
た
。
な
お
、
審
議
の
概
要
お
よ
び
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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加算率
地域
手当

実質
加算率

京 丹 波 町 40％ 40.00％

亀 岡 市 15％ 6％ 21.90％

福 知 山 市 15％ 15.00％

南 丹 市 15％ 15.00％

※各市町村ホームページ内の例規集をもとに作成

近隣市の常勤特別職 期末手当 加算率

72.5％

27.5％

82.4％

17.6％

子育て環境に関するアンケート（学童保育編）

2月7日（月）～10日（木）配布　山崎真宏議員ほかと共同実施

もう少し早くから利用したい

ちょうどよい

▼終了時間について

近隣市のように
18時半までにしてほしい

ちょうどよい

▼長期休暇中の8時半からの開始時間について



表
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い 

 
▼
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の 

公
的
医
療
保
険
適
用
に
向
け
て 
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昨
年
10
月
下
旬
の

新
聞
報
道
で
、「
厚
生
労
働
省
は
、

諮
問
機
関
の
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
（
中
医
協
）
の
会
合
で
、

学
校
や
保
育
所
な
ど
に
提
出
す
る

た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

あ
る
子
ど
も
の
主
治
医
が
生
活
の

注
意
点
を
記
し
た
文
書
に
つ
い
て
、

公
的
医
療
保
険
の
適
用
と
し
、
新

た
に
診
療
報
酬
対
象
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
大
筋
で
了
承
さ
れ
た
。

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、

具
体
的
調
整
を
進
め
る
」（
抜
粋
）

と
あ
る
。 

公
的
医
療
保
険
適
用
、
４
月
の

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
具
体
的

調
整
が
進
む
な
か
、
遅
滞
な
く
、

一
連
の
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
と
な
る
の
か
。 

町
長 

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、

保
険
診
療
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
改
定
適
用
の
時
点
か
ら
、

町
医
療
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

山
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各
家
庭
に
お
け
る
医

療
機
関
受
診
や
文
書
作
成
料
に
よ

る
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

４
月
以
降
の
受
診
を
勧
奨
し
、
こ

ど
も
園
や
学
校
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
生
活
管
理
指
導
表
な
ど
の
提

出
に
猶
予
を
も
た
せ
て
は
ど
う
か
。

す
で
に
新
規
・
継
続
の
面
談
が
行

わ
れ
て
い
る
時
期
と
察
す
る
が
、

昨
年
の
報
道
を
受
け
、
こ
う
い
っ

た
や
り
と
り
は
で
き
て
い
る
か
。 

町
長 

４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
開
園
し
、
完
全
給
食
を
提

供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
お
子
さ
ん

に
も
、
年
度
当
初
か
ら
完
全
に
給

食
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
前
提
で
、
そ
の
た
め

に
は
、
ご
指
摘
の
部
分
は
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
３
月
中
に
は

症
状
の
把
握
を
進
め
る
と
い
う
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
願
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
な

と
思
い
ま
す
。 

教
育
長 

小
・
中
学
校
に
お
い
て

も
、
安
全
で
確
実
な
ア
レ
ル
ギ
ー

除
去
食
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前

に
準
備
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

３
月
中
に
は
診
断
書
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。 

 

▼
町
育
英
金 

同
一
世
帯 

複
数
同
時
で
も
全
額
給
付
を 
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﨑
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育
英
金
は
指
定
日
時

に
、
誓
約
書
持
参
の
上
、
教
育
委

員
会
に
行
き
、
教
育
長
（
不
在
時

は
教
育
委
員
会
職
員
）
ほ
か
に
会

い
、
手
渡
し
で
の
受
領
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
は
何
か
。
振
込
で
な
い

理
由
は
。 

教
育
長 

育
英
金
交
付
の
際
に
、

で
き
る
だ
け
お
会
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
学
校
で
の
様
子
を
お
伺
い

し
な
が
ら
、
直
接
、
育
英
生
ま
た

は
保
護
者
を
通
じ
ま
し
て
、
励
ま

し
の
お
声
か
け
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
図
で
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

山
﨑
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町
育
英
基
金
条
例
施

行
規
則 

第
17
条
第
１
号
お
よ
び

第
２
号
に
お
い
て
、
高
等
学
校
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
は
、
育
英
金

額
を
年
額
12
万
円
以
内
と
規
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
募

集
要
項
に
お
い
て
は
、
両
校
の
生

徒
に
つ
い
て
は
、
６
万
円
以
内
の

支
給
と
記
載
が
あ
る
。
何
年
前
の

時
点
か
ら
、
６
万
円
以
内
に
変
え

た
の
か
。 

教
育
長 

平
成
24
年
度
か
ら
変

更
し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

同
規
則 

同
条 

第
３

号
～
第
７
号
に
あ
る
額
と
同
額
で

募
集
す
る
他
の
学
生
・
生
徒
群
と

異
な
り
、
高
校
生
お
よ
び
高
専
生

の
み
、
減
額
し
て
、
募
集
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。 

教
育
長 

国
の
高
校
無
償
化
制
度

が
開
始
さ
れ
、
授
業
料
が
無
償
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
23
年

度
の
町
育
英
基
金
評
議
員
会
で
の

意
見
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
で
、

授
業
料
以
外
の
学
費
部
分
と
し
て
、

半
額
の
６
万
円
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
以
後
、
同
金
額
で

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
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同
規
則 

同
条
に
よ

る
と
、「
育
英
金
の
金
額
は
、
毎
年

度
初
め
に
居
住
と
の
関
係
、
家
庭

の
事
情
等
に
よ
り
」
決
定
す
る
と

あ
る
。
居
住
と
の
関
係
、
家
庭
の

事
情
等
と
は
、
具
体
的
に
、
ど
の

よ
う
な
点
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

教
育
長 

自
宅
外
通
学
や
家
庭
の

経
済
状
況
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま

す
。 

山
﨑
裕
二 

近
年
、
高
校
生
ま
た

は
高
専
生
に
、
居
住
と
の
関
係
、

家
庭
の
事
情
等
を
考
慮
し
、
６
万

円
超
12
万
円
以
内
で
の
支
給
を

行
っ
た
実
績
は
あ
る
の
か
。 

教
育
長 

こ
れ
ま
で
居
住
事
情
な

ど
に
よ
り
、
金
額
を
変
更
し
た
と

い
う
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

山
﨑
裕
二 

育
町
育
英
金
制
度
よ

り
、
後
年
度
か
ら
、
町
独
自
の
修

学
資
金
制
度
と
し
て
実
施
し
、
条

件
を
満
た
す
と
、
返
還
の
免
除
が

あ
る
町
医
師
確
保
奨
学
金
等
の
貸

与(

年
額
１
８
０
万
円)

に
つ
い
て

の
関
連
例
規
に
は
、「
一
世
帯
の
複

数
貸
与
の
場
合
、
２
人
目
以
降
は

半
額
貸
与
と
す
る
」
と
の
規
定
は

な
い
。
違
い
を
ど
う
評
価
す
る
か
。 

町
長 

医
師
確
保
の
奨
学
金
の
貸

与
に
関
す
る
条
例
の
目
的
は
医
師

の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
方

に
対
し
て
、
資
金
を
貸
与
し
て
、

医
師
と
な
っ
て
も
ら
い
、
医
師
を

確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
政

策
的
な
奨
学
金
と
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
師
を
志
し
て
修
学
す
る
方
に
焦

点
を
当
て
、
町
で
医
師
と
し
て
働

い
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
お
金
で
は
な
く
て
、
そ

の
能
力
を
町
に
還
元
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
返
還
の
免
除
を
す
る

趣
旨
で
す
。
給
付
型
の
町
育
英
金

制
度
と
性
質
が
異
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

育
英
金
の
金
額
は
、

同
規
則 

第
18
条
に
お
い
て
、「
一

世
帯
の
複
数
給
付
の
場
合
、
２
人

目
以
降
は
半
額
給
付
と
す
る
」
と

あ
る
。
他
方
、
町
育
英
基
金
条
例 

第
１
条
で
は
、「
勉
学
に
対
す
る
意

思
の
強
固
な
学
生
・
生
徒
で
あ
っ

て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
者
に
対
し
、
学
資
の
支
給
等
、

育
英
上
必
要
な
措
置
を
行
い
、
有

能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
」
町
育
英
基
金
を
設
置

す
る
と
あ
る
。 

同
一
世
帯 

複
数
同
時
の
場
合

で
も
、
学
校
に
支
払
う
授
業
料
や

教
科
書
代
な
ど
は
個
人
個
人
の
負

担
で
半
額
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

各
種
手
当
や
就
学
援
助
な
ど
に
つ

い
て
も
、
半
額
支
給
と
は
な
ら
な

い
。
町
の
制
度
に
お
い
て
、
育
英

金
の
支
給
に
関
し
て
の
み
、
個
人

で
な
く
、
世
帯
で
捉
え
、
２
人
目

以
降
を
半
額
と
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。 

教
育
長 

本
町
の
育
英
金
制
度
は
、

旧
丹
波
町
の
制
度
を
引
き
継
い
だ

も
の
で
、
原
資
を
篤
志
者
の
寄
附

に
依
存
す
る
限
ら
れ
た
財
源
の
基

金
で
す
。
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

修
学
困
難
な
方
に
幅
広
く
お
届
け

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
う

い
う
制
度
を
取
っ
て
い
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

町
職
員
ほ
か
公
務
員

の
扶
養
手
当
（
子
）
は
、
平
成
29

年
に
１
５
０
０
円
増
の
８
０
０
０

円
、
翌
30
年
に
は
１
万
円
と
な
り
、

加
え
て
、
高
校
や
大
学
な
ど
へ
の

進
学
に
と
も
な
い
、
学
費
や
教
育

費
が
家
計
の
大
き
な
負
担
に
な
る

と
の
理
由
か
ら
、
16
歳
か
ら
22
歳

ま
で
の
子
が
い
る
場
合
、
１
人
当

た
り
５
０
０
０
円
の
加
算
と
な
っ

て
い
る
。
か
か
る
加
算
理
由
を
ど

う
評
価
す
る
か
。 

町
長 

義
務
教
育
で
あ
る
小
・
中

学
校
と
比
較
し
て
、
高
校
、
大
学

な
ど
の
就
学
年
齢
に
お
け
る
子
の

教
育
費
負
担
な
ど
に
配
慮
さ
れ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

京
都
府
奨
学
の
た
め

の
給
付
金
に
お
い
て
は
、
多
子
世

帯
に
お
け
る
教
育
費
負
担
が
相
対

的
に
大
き
く
、
２
人
目
以
降
の
支

援
を
手
厚
く
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
理
由
か
ら
、
同
一
保
護
者
扶
養

の
高
校
生
等
が
２
人
以
上
い
る
場

合
、
２
人
目
以
降
の
高
校
生
等
（
お

よ
そ
14
～
15
万
円
の
給
付
）
に
つ

い
て
は
、
１
人
目
（
約
11
～
13
万

円
の
給
付
）
の
場
合
よ
り
、
２
～

３
万
円
増
額
し
て
支
給
し
て
い
る
。

か
か
る
増
額
理
由
を
ど
う
評
価
す

る
か
。 

教
育
長 

一
般
に
多
子
世
帯
ほ
ど
、

教
育
費
負
担
が
相
対
的
に
大
き
く

な
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
増
額
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

育
英
金
の
支
給
は
、

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
町
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
使
途
指
定
先

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
未
来
を
ひ
ら

く
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

財
源
と
し
て
実
施
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
と
考
え
る
。
町
長
の
所

信
表
明
に
も
あ
っ
た
「
教
育
と
子

育
て
の
町
」、「
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
町
」
の
理
念
を
、
明
確
か
つ

持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
く
意
味
で
も
、
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
基
金
の
使
途
指
定

先 

合
致
分
も
事
業
財
源
に
充
て
、

同
一
世
帯 

複
数
同
時
給
付
に
つ

い
て
も
、
半
額
と
せ
ず
、
全
額
給

付
に
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

町
長 

令
和
４
年
度
か
ら
、
同
一

世
帯
の
２
人
目
以
降
に
つ
い
て
も
、

全
額
給
付
と
な
る
よ
う
に
教
育
委

員
会
に
検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
、
子
育
て
・
教
育
環

境
の
整
備
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
町
民
の
み
な
さ
ま
や
全
国
か

ら
の
応
援
の
寄
附
は
か
な
り
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

教
育
長 

全
額
支
給
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 


